
ほかにも差別解消に向けた法律が制定されています。

「ヘイトスピーチ解消法」
正式名称「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に

向けた取組の推進に関する法律」 平成28（2016）.6.3施行

「障害者差別解消法」
正式名称「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

平成28(2016).4.1施行

【問合せ先】　菊陽町　人権教育・啓発課　TEL：096-232-2113

生まれた場所や障がいの有無、国籍などの違いに関係なく、

誰もが暮らしやすい社会を作りましょう！

この法律は、障がいのある人もない人も、互いに認め合いながら、共に幸せに生きる社会をつくることを目指しています。

●不当な差別的取扱いの禁止

　この法律は、障がいを理由として、正当な理由なく、

サービスの提供を拒否したり、制限したり、条件をつ

けたりするような差別行為を禁止しています。

●合理的配慮の提供

　この法律は、障がいのある人から、社会の中にあるバリアを取り除くために何らかの対応をお願い

された時に、負担が重過ぎない範囲で対応すること（事業者に対しては、対応に努めること）が求

められています。

●不当な差別的言動のない社会の実現

　この法律は、ヘイトスピーチの解消が必要であること

への理解を深め、ヘイトスピーチのない社会の実現に

協力するように求めています。

ヘイトスピーチとは…

　特定の人種、宗教、性的指向などを持つ個人や集団に向けて、

差別的意図のもとに行われる差別や暴力行為を煽る言動などを

指します。

　その他にも、職業や外見、国籍、性別や障がいなど、個人が

抱えている属性を、誹謗中傷したりすることも該当します。

ヘイトスピーチにあたる差別的言動は不法行為となります！ ●現在もなお部落差別が存在するとの認識が法律で新たに示されました。

（第一条）

●部落差別は日本国憲法に照らして「許されないものである」、　

　「解消することが重要な課題である」と明記されました。         （第一条）

●部落差別を解消するための教育及び啓発の必要性が明記されました。

（第五条）

　正式な名称は「部落差別の解消の推進に関する法律」で、平成２８年（２

０１６年）１２月１６日に公布、施行されました。

　全６条からなる法律で「部落差別」の名称がついた初めての法律にな

ります。

　かつての事業法の復活ではなく、「部落差別のない社会を実現すること

を目的」とした広く社会に向けた法律です。

　今回の法律には、期限が定められていません。「部落差別の解消を推

進する」という理念的な恒久法です。

この法律のポイント

どのような法律なのでしょうか？

菊 陽 町

菊陽町人権教育推進協議会

～すべてのひとの人権尊重のために～

「部落差別解消推進法」が

施行されました！

きく

せいしき めいしょう ぶ らく さ べつ かいしょう すいしん かん ほうりつ

ぜん じょう

じ

もく

こん

しん

げん

ぶ

かいしょう じゅうよう か だい めい き

らく さ べつ

ぶ らく さ べつ かいしょう きょういくおよ けいはつ ひつ よう せい めい き

に ほん こくけん ぽう て ゆる

ざい ぶ らく さ べつ そんざい にん

ほう りつ

ほう りつ

しき ほうりつ あら しめ

だい じょう

だい じょう

だい じょう

り ねんてき こうきゅうほう

かい ほう りつ き げん さだ ぶ らく さ べつ かいしょう すい

てき ひろ しゃかい む ほうりつ

ぎょうほう ふっかつ ぶ らく さ べつ しゃ かい じつ げん

ほう りつ ぶ らく さ べつ めいしょう はじ ほうりつ

こう ふ し こう

きくようまちじんけんきょういくすいしんきょう ぎ かい

よう まち

じん けん そん ちょう

ぶ

し こう

らく さ べつ かい しょう すい しん ほう
さ べつ かい しょう む ほう りつ せい てい

しょう がい しゃ さ べつ かい しょう ほう

かい

う ば しょ しょう う む こく せき ちが かん けい

つくかいしゃくだれ

しょう ほう

せい

ほう りつ しょう ひと ひと たが あみと とも しあわ い しゃ かい め ざ

しき めいしょう

せい しき めいしょう ほん ぽう がいしゅっしん しゃ たい ふ とう さ べつ てき げん どう かい しょう

しょうがい り ゆう さ べつ かい しょう すい しん かん ほう

し こう

しりつほうかんしんすいくみとりむ こう

りつ

ふ とう さ べつ てき とりあつか きん し

ほう

てい

さ べつこう い きん し

きょう きょ ひ せいげん じょうけん

りつ

ふ とう さ べつ てき げん どう しゃ かい じつ げん

ほう

り

きょうりょく もと

かい ふか しゃ

といあわ さき きくようまち じんけんきょういく けいはつ か

かい じつ げん

りつ かいしょう ひつ よう

ごう り てき はい りょ ていきょう

ほう

とき ふ たん おも す はん い たい おう じ ぎょうしゃ たい たい おう つと もと

りつ しょう ひと しゃかい なか と のぞ なん たいおう ねが

しょう り ゆう せいとう り ゆう

あおいこうりょくぼうべつさおこといてきべつ

とく てい じん しゅ しゅうきょう せい てき し こう も こ じん しゅうだん む

さ

さ

かか ぞくせい ひ ぼう ちゅうしょう がい とう

ほか しょくぎょう がい けん こく せき せい べつ しょう こ じん

げん どう

さ べつ てき げん どう ふ ほう こう い

ー 1 ーー 4 ー



（全国調査：なし）

部落差別の解消の推進に関する法律（平成28年法律第109号）

（目的） 

第一条　この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部落差別に関する状況の変化が生じていることを

踏まえ、全ての国民に基本的人権の享有を保障する日本国憲法の理念にのっとり、部落差別は許されないものであるとの認識

の下にこれを解消することが重要な課題であることに鑑み、部落差別の解消に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共

団体の責務を明らかにするとともに、相談体制の充実等について定めることにより、部落差別の解消を推進し、もって部落差別

のない社会を実現することを目的とする。 

（基本理念） 

第二条　部落差別の解消に関する施策は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるものであると

の理念にのっとり、部落差別を解消する必要性に対する国民一人一人の理解を深めるよう努めることにより、部落差別のない社

会を実現することを旨として、行われなければならない。 

（国及び地方公共団体の責務） 

第三条　国は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関する施策を講ずるとともに、地方公共団体が講ずる部落差別の解消に

関する施策を推進するために必要な情報の提供、指導及び助言を行う責務を有する。 

２　地方公共団体は、前条の基本理念にのっとり、部落差別の解消に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、国及び他の地方公

共団体との連携を図りつつ、その地域の実情に応じた施策を講ずるよう努めるものとする。

（相談体制の充実） 

第四条　国は、部落差別に関する相談に的確に応ずるための体制の充実を図るものとする。 

２　地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別に関する相談に的確に応ずるための体

制の充実を図るよう努めるものとする。 

（教育及び啓発） 

第五条　国は、部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発を行うものとする。 

２　地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別を解消するため、必要な教育及び啓発

を行うよう努めるものとする。 

（部落差別の実態に係る調査） 

第六条　国は、部落差別の解消に関する施策の実施に資するため、地方公共団体の協力を得て、部落差別の実態に係る調査を行うもの

とする。 

附 則

この法律は、公布の日から施行する。

※下線・赤字は菊陽町にて記入

1965（昭和40）年　「同和対策審議会答申」

同和問題は人類普遍の原理である人間の自由と平等に関する問題であり、日本国憲法によって保障された

基本的人権にかかわる課題である。これを未解決に放置することは断じて許されないことであり、その早

急な解決こそ国の責務であり、同時に国民的課題である。

1969（昭和44）年　「同和対策事業特別措置法（同対法）」【時限法】

1982（昭和57）年　「地域改善対策特別措置法（地対法）」【時限法】

1987（昭和62）年　「地域改善対策特定事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律（地対財特法）」【時限法】

1993（平成５）年　同和地区実態把握等調査（総務庁地域改善対策室）

1996（平成８）年　「同和問題の早期解決に向けた今後の方策の基本的な在り方について（意見具申）」

2000（平成12）年　「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」

2002（平成14）年　特別措置法の法期限切れ

法律の延長や名称を変更しながら、33年間にわたり同和対策事業が実施され、住環境の面では一定の改

善はみられたが、差別意識や差別事件については、十分な成果が得られなかった。

2016（平成28）年　「部落差別の解消の推進に関する法律」【恒久法】

「部落差別解消推進法」全文をじっくり読んでみましょう！

部落差別解消のためのこれまでの取組部落差別とは？

熊本県では…

三
十
三
年
間
に
わ
た
る
同
和
対
策
事
業

Q

なぜこの法律が施行されたの？Q

　日本社会の歴史的発展の過程で形づくられ、特定の地域出身であることやそこに住んでいる、住ん

でいたという理由で、日常生活において様々な差別を受けるという、我が国固有の重大な人権問題です。

　残念ながら、今もなお、結婚の際の身元調査やいわれなき差別発言、不当な差別待遇の事案のほか、

差別的な内容の文書が送付されたり、インターネット上で差別を助長するような内容の書込みや、心

ない誹謗中傷の書込みがなされるといった事案が発生しています。

結婚や就職、
住居購入など

の際に、

部落差別が起
きています。

インターネット上に、デマや偏見、
差別的取扱いを助長・誘発する投稿があります。

「戸籍謄本等不正取得事件」や
「全国部落調査復刻版」出版事件など、
様々な差別事件が発生しています。

特別措置法失
効後、

部落差別の現
実に対する無

視や軽視、

認識不足が広
がっています

。

「平成27年３月 人権に関する県民意識調査報告書（熊本県）」より抜粋

子どもの結婚相手が同和地区（歴史的社会的理由により生活環境等の安定向上が

阻害されている地域）出身者であった場合の対応

●子どもの意思を尊重する。

親が口だしすべきことではない

●親として反対するが、

子どもの意思が

強ければ仕方ない

●家族や親戚の反対があれば、

結婚を認めない

●絶対に結婚を認めない

29.7%

3.4%

2.0%

■H26年度調査

　（n=2,249）

■H16年度調査

　（n=1,788）

n=有効回収数
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